


市
長
と
意
見
交
換

＝
意
見
具
申
の
回
答
を
受
け
て
＝

長
浜
市
農
業
委
員
会
は
１
２
月
１
７
日
に
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
課
と

「農
政
懇
談
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１
０
月
２
７
日
に
市
に
提
出
し
た

「令
和
３
年
度
　
農
業
施
策
に
関
す

る
意
見
書
」
で
の
意
見
、
要
望
に
対
す
る
回
答
を
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

１
．
多
様
な
担

い
手
の
確
保
と
育
成
に

つ
い
て

生
き
が
い
農
家
の
育
成

生
き
が
い
農
家
の
掘
り
起
こ
し

。
育
成
に
向
け
、

県
の
普
及
員
や
Ｊ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
よ
う
な
専
門
家
の

指
導
に
よ
る
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
年
間
を
通
し
た

実
証
圃
場
で
の
研
修
を
企
画
す
る
こ
と
。

【回
答
】
実
証
圃
場
で
の
研
修
は
、
定
年
帰
農
者
等
が

農
業
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
づ
く
り
に
有
効
と
考

え
ま
す
の
で
、
生
き
が
い
農
家
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
主
催
す
る
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
進

め
て
い
き
ま
す
。

小
規
模
農
家
の
育
成

「小
規
模
農
家
営
農
継
続
支
援
事
業
補
助
金
」
の

補
助
総
額
を
増
額
す
る
こ
と
。

【回
答
】
小
規
模
農
家
に
対
し
農
業
機
械
の
購
入
等
を

支
援
す
る
、
「小
規
模
農
家
営
農
継
続
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
や
農
業
者
等
か
ら
の

要
望
等
を
踏
ま
え
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー

卜
し
、
既
に
１
０
件
の
補
助
実
績
が
あ
り
ま
す
の

で
、
現
在
、
次
年
度
、
予
算
の
増
額
に
向
け
、
調
整

中
で
す
。

中
規
模

・
大
規
棋
農
家
の
支
援

①
　
農
業
機
械
の
免
許
取
得
や
技
能
習
得
を
支
援

す
る
こ
と
。

②
　
中
規
模

。
大
規
模
農
家
が
営
農
を
継
続
で
き
、

営
農
継
続
が
不
可
能
な
事
態
に
陥

っ
た
場
合
で

も
、
そ
の
農
地
が
担
い
手
に
よ
り
耕
作
さ
れ
、
遊

休
化
す
る
こ
と
の
な
い
地
域
ご
と
の
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
。

【回
答
】
農
業
機
械
の
免
許
取
得
に
つ
い
て
は
、
農
業

法
人
ま
た
は
集
落
営
農
組
織
に
対
し
農
業
機
械
の

操
作
に
必
要
な
大
型
特
殊
免
許
等
の
取
得
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
技
能
習
得
に
つ
い
て
は
、
各
担
い

手
農
家
に
対
し
湖
北
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

主
催
す
る
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
等
通
じ
て

支
援
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
必
要
な
支
援
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成

２９
年
度
に
市
と
Ｊ
Ａ
北
び
わ
こ
が

「
緊
急
時
に
お
け
る
農
作
業
支
援
協
定
」
を
締
結

し
、
農
業
者
が
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り
営
農
活
動
が
で

き
な
く
な

っ
た
場
合
の
緊
急
支
援
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

加
え
て
、
中
核
農
業
者
が
主
体
的
に
相
互
協
力

組
織
を

つ
く
る
な
ど
、
営
農
が
継
続
で
き
る
仕
組

み
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
さ
れ
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
農
業
委
員
さ
ん
や
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
拡
大
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

有
効
な
支
援
策
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
県
、

Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲令和 3年度の農業施策について議論

した意見交換会
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女
性
農
業
者
の
支
援

①
　
女
性
農
業
者
を
対
象
と
し
た
農
業
機
械
研
修

及
び
経
営
研
修
を
す
る
こ
と
。

②
　
女
性
農
業
者
に
よ
る
組
織
設
置
及
び
情
報
共

有
の
場
を
つ
く
る
こ
と
。

③
　
女
性
な
ら
で
は
の
経
営
支
援
及
び
助
成
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
。

【回
答
】
農
業
者
に
つ
い
て
は
、
男
女
問
わ
ず
、
湖
北

地
域
農
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
様
々
な
セ

ミ
ナ
ー
や
研
修
会
等
を
通
じ
て
、
経
営
や
技
術
力

等
の
向
上
を
支
援
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
必
要
な

支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

女
性
農
業
者
の
組
織
設
置
や
情
報
共
有
で
き
る

場
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
女
性
農
業
者
の
就
業
機

会
。
労
働
力
の
確
保
及
び
交
流
・
連
携
等
を
進
め
て

い
く
う
え
で
大
変
有
効
と
考
え
ま
す
。

本
年
度
見
直
し
中
の

「
長
浜
市
農
業
活
性
化
プ

ラ
ン
」
（後
期
‥
令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度
）
の

基
本
施
策
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
、
「担
い
手
の
育

成
」
の
施
策
内
容
に
「女
性
農
業
者
が
能
力
を
発
揮

で
き
る
環
境
整
備

へ
の
支
援
」
を
新
た
に
追
加
す

る
方
向
で
調
整
中
で
あ
り
、
今
後
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
女
性
農
業
者
に
よ

る
組
織
づ
く
り
や
情
報
共
有
の
場
づ
く
り
の
た
め
、

必
要
な
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

女
性
農
業
者

へ
の
経
営
支
援
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
等
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
強
化
と
、

女
性
農
業
者
の
先
進
的
な
取
り
組
み
の
情
報
提
供

な
ど
、
引
き
続
き
、
必
要
な
支
援
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
開
設

茨
城
県
牛
久
市
の

「農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

を
参
考
に
、
農
業
経
営
者
と
労
働
力
を
結
び
つ
け

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

【回
答
】
農
業
経
営
者
と
労
働
力
を
結
び
つ
け
る
仕
組

み
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
農
業
経
営
者
と
就
農
者
と
の
「
マ
ツ
チ
ン
グ

事
業
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
茨
城
県
牛
久

市
の
事
例
も
合
め
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
も
、
必
要
な
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
．
持
続
可
能
な
農
業
経
営

の
支
援
に

つ
い
て

野
菜
の
産
地
化
支
援

今
年
度
創
設
さ
れ
た
、
「加
工
用
野
菜
産
地
化
緊

急
支
援
事
業
補
助
金
」
を
継
続
す
る
こ
と
。

【回
答
】
加
工
用
野
菜
産
地
化
緊
急
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
が
米
・
麦
。
大
豆
に
代
わ
る
高
収
益
作

物
と
し
て
加
工
用
タ
マ
ネ
ギ
及
び
加
工
用
キ
ャ
ベ

ツ

（以
下

「加
工
用
野
菜
」
と
い
う
。
）
の
産
地
化

を
目
指
し
、
生
産
拡
大
中
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
外
食
産
業
の
需

要
が
急
激
に
縮
小
し
た
た
め
、
Ｊ
Ａ
及
び
全
農
し

が
等
が
連
携
し
、
事
業
を
継
続
し
て
い
く
体
制
や

仕
組
み
を
維
持
。
構
築
し
、
新
た
な
販
路
開
拓
等
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
「長
浜
市
く
ら
し

ｏ

経
済
再
生
支
援

（第
２
弾
こ

と
し
て
、
緊
急
的
に

実
施
し
た
事
業
で
す
。

今
後
、
国
が
進
め
る
加
工
食
品
や
外
食
。
中
食
の

国
産

へ
の
切
り
替
え
等
の
施
策
を
注
視
し
つ
つ
、

引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
及
び
全
農
し
が
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
加
工
用
野
菜
の
産
地
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
加
え
て
、
引
き
続
き
、
小
谷
城
ス
マ
ー
ト
ー
Ｃ

栽
培
実
験
農
場
に
お
い
て
、
市
場
等
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
、
マ
ー
ケ
ツ
ト
イ
ン
の
視
点
に
よ
る

「出
口

戦
略
」
を
持
つ
企
業
等
と
連
携
し
、
他
の
野
菜
等
の

「産
地
化
」
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
バ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
支
援
拡
充

近
年
の
勢
力
の
非
常
に
強
い
台
風
に
も
耐
え
う

る
施
設
と
す
る
た
め
に
補
強
対
策
に
か
か
る
補
助

メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
と
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

【回
答
】
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
平

成
３
０
年
９
月
を
本
市
に
直
撃
し
ま
し
た
、
台
風

２
１
号
に
よ
り
、
全
壊
や
半
壊
な
ど
、
大
き
な
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

▲大型機械によるキャベツ

の収穫
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ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
の
再
建
に
は
、
多
く

の
費
用
と
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
頑
丈

で
、
耐
久
性
の
高
い
も
の
を
設
置
い
た
だ
く
こ
と

で
、
農
業
者
の
経
営
の
安
定
化
及
び
地
域
農
業
の

維
持
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
現
在
、
次
年

度
、
園
芸
用
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
類
設
置
事

業
の
補
助
基
準
額
の
引
き
上
げ
に
向
け
、
調
整
中

で
す
。

農
業
者
収
入
保
険
加
入
促
進
事
業
の
雄
統

「農
業
者
収
入
加
入
促
進
支
援
事
業
」
を
次
年
度

以
降
も
継
続
す
る
こ
と
。

【回
答
】
農
業
者
収
入
保
険
加
入
促
進
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
や
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
る
農
業

収
入
の
減
少
な
ど
、
農
業
者
の
リ
ス
ク

ヘ
の
強
化

と
負
担
軽
減
を
図
り
、
農
業
者
の
経
営
の
安
定
化

及
び
地
域
農
業
の
維
持
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
「長
浜
市
く
ら
し

ｏ
経
済
再
生
支
援

（第

５
弾
こ

と
し
て
緊
急
的
に
実
施
し
た
事
業
で
す
。

農
業
者
の
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
の
確
保
及
び
農

業
経
営
収
入
保
険
の
加
入
促
進
等
を
図
る
た
め
、

現
在
、
次
年
度
の
継
続
に
向
け
、
調
整
中
で
す
。

プ
ロ
ッ
タ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援

①
　
経
営
体
単
位
の
ブ
ロ
ツ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ン

を
支
援
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
す
る
こ
と
。

②
　
補
助
単
価
を
令
和
元
年
度
の
単
価
ま
で
増
額

す
る
こ
と
。

【回
答
】集
落
ぐ
る
み
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ン

に
つ
い
て
は
、
ご
提
案
の
経
営
体
単
位
の
運
用
や

今
後
の
生
産
調
整
の
あ
り
方
等
も
合
め
、
地
域
が

主
体
的
に
よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
市
、
Ｊ
Ａ
等
で
構
成
す
る
、
長
浜

市
農
業
再
生
協
議
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
、
協

議

。
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
補
助
単
価
に
つ
い
て
は
、
要
件
の
見
直
し

を
行
い
、
農
業
委
員
会
か
ら
要
望
の
あ
り
ま
し
た

複
数
年
の
取
組
に
つ
い
て
も
、
本
年
度
か
ら
補
助

対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
鳥
獣
害
対
策

に
つ
い
て

①
　
集
落
ぐ
る
み
の
獣
害
対
策
を
支
援
す
る
た
め
、

防
護
柵
設
置
、
わ
な
等
購
入
、
狩
猟
免
許
取
得
の

支
援
を
継
続
す
る
こ
と
。

【回
答
事
」
提
案
の
集
落
ぐ
る
み
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
、
被
害
軽
減
の
た
め
、
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

②
　
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
の
捕
獲
強
化
。
特
に
、

サ
ル
の
群
れ
は
凶
暴
化
し
て
い
る
た
め
、
人
及

び
農
作
物

へ
の
被
害
防
止
に
向
け
た
、
有
効
な

対
策
及
び
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。

【回
答
】
野
生
鳥
獣
に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通
じ
て
「銃

器
」
や

「わ
な
」
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
ニ

ホ
ン
ザ
ル
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
８
年
度

１
２
３
頭
か
ら
令
和
元
年
度
４
１
２
頭

（約
３
．
３

倍
）、
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
１
１
月
末
現
在
、
既

に
４
３
９
頭
を
捕
獲
し
て
お
り
、
年
度
末
５
５
０

頭

（同
比
約
４
．
５
倍
）
の
捕
獲
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
新
た
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

県
と
連
携
し
、
「新
型
く
く
り
わ
な
」
に
よ
る
捕
獲

方
法
の
実
証
実
験
を
実
施
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
事
業
の
成
果
等
も
検
証
し
な
が
ら
総
合
的
に
検

討
断
し
て
い
き
ま
す
。

③
　
人
里
と
獣
の
緩
衝
帯
を
作
る
た
め
の
里
山
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
に
つ
い
て
は
約
５
０
自
治
会

が
事
業
完
了
を
さ
れ
て
い
る
が
、未
実
施
の
と
こ

ろ
に
つ
い
て
も
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
。

【回
答
】
県
補
助
事
業
の
里
山
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に

つ
い
て
は
、
緩
衝
帯
を
設
け
る
な
ど
森
林
整
備
を

進
め
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
防
止
を
図
る
た
め
本
年

度
、
１
地
区

（飯
山
町
）
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

▲支援を受け、再建されたビニールパ

イプハウス
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将
来
に
わ
た
り
、
集
落
ぐ
る
み
で
主
体
的
に
里
山

の
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
引
き

続
き
県
に
対
し
事
業
継
続
を
要
望
し
て
い
き
ま
す

４
．
遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
補
助
金
を
今
後
も
継
続

す
る
こ
と
。

【回
答
】
遊
体
農
地
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
、
営
農
組

織
及
び
農
業
者
等
に
よ
る
主
体
的
な
耕
作
放
棄
地

の
解
消
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
２
６
年
度
か
ら

「持
続
で
き
る
遊
休
農
地
活
用
支
援
事
業
」
を
、
令

和
元
年
度
か
ら
は
新
た
に

「耕
作
放
棄
地
解
消
対

策
事
業
」
を
実
施
し
、
事
業
開
始
か
ら
６
年
間
で
約

７
．
５
ｈ

ａ
の
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
な
が

っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
磯
関
と

連
携
し
、
農
地
の
利
用
状
況
の
適
正
な
把
握
、
遊
休

農
地
の
解
消
及
び
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す

５
。
国

・
県

へ
の
要
望
に

つ
い
て

①
　
令
和
２
年
３
月
に
閣
議
決
定
し
た

「食
料

・
農

業

・
農
村
基
本
計
画
」
で
は
、
農
業

。
農
村
の
存
続

と
い
う
原
点
に
返
っ
て
、経
営
改
善
を
目
指
す
農
業

者
を
幅
広
く
担
い
手
と
し
て
育
成

・
支
援
す
る
と

し
て
お
り
、
農
業
・
農
村
が
活
気
あ
る
中
で
存
続
で

き
る
よ
う
幅
広
い
担
い
手
の
支
援
に
つ
い
て
、
早

期
に
実
施
す
る
こ
と
。

②
　
持
続
可
能
な
農
業
経
営
に
向
け
て
は
、
常
に
担

い
手
及
び
後
継
者
の
確
保

。
育
成
が
課
題
と
な
り

ま
す
が
、
収
益
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
担
い
手
も

後
継
者
も
育
つ
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
稲

作
農
家
は
厳
し
い
現
状
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

若
者
が
農
業
を
職
業
と
し
て
、
他
産
業
と
同
列

の
選
択
肢
と
し
て
と
り
入
れ
る
産
業
と
な
る
よ

う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
収
益
の
上
が
る
産
業

に
育
て
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
こ
と
。

【回
答
】
現
在
、
県
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
及
び
市
で

構
成
す
る

「長
浜
市
関
係
機
関
連
携
会
議
」
を
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
各
集
落
の
担
い
手
の
状
況

や
集
落
の
課
題
に
つ
い
て
、
情
報
共
有
と
協
議
、
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
情
報
共
有
や
議

論
を
踏
ま
え
、
連
携
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
各
集
落

に
出
向
き
、
５
年
後
、
１
０
年
後
の
地
域
農
業
を
守

る
仕
組
み
づ
く
り
や
次
代
を
担
う
人
材
確
保
、
農

地
の
集
積
等
の
話
し
合
い
を
実
施
し
、
「人

・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
域
と
の
話
し
合
い
を
実
施
し
、
担
い
手
の
育
成

・

確
保
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
農

業
の
担
い
手
の
育
成

。
確
保
に
つ
い
て
は
県
全
体

の
課
題
で
も
あ
り
、
今
後
、
農
業
が
魅
力
あ
る
、
成

長
産
業
と
し
て
発
展
し
、
夢
を
も

っ
て
若
者
に
職

業
選
択
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
引
き
続
き
、
支

援
策
に
つ
い
て
県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

③
　
２
０
２
１
年
産
米
の
需
給
均
衡
に
は
、
人
口
減

に
コ
ロ
ナ
渦
が
加
わ
り
、
２
０
年
産
米
の
作
付

け
が
過
剰
気
味
で
作
柄
も
良
か

っ
た
こ
と
か
ら
、

２
１
産
の
適
正
生
産
量
は
、
２
０
年
産
の
生
産

量
か
ら
５
６
万
ト
ン
減
と
な
り
、
過
去
最
大
級

と
な
る
１
０
万
ｈ

ａ
規
模
の
生
産
調
整
強
化
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
大
規
模
な
転
作
拡
大
は
、
全
国
で
の
取

り
組
み
が
不
可
欠
で
、
生
産
数
量
の
目
安
と
同

時
に
大
き
な
支
援
策
を
セ
ツ
ト
で
示
さ
な
け
れ

ば
対
応
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
価

の
安
定
こ
そ
が
稲
作
農
家
の
継
続
に
つ
な
げ
る

唯

一
の
道
で
あ
り
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
コ

メ
と
広
大
な
国
土
を
守
る
た
め
に
、
コ
メ
の
需

給
調
整
並
び
に
価
格
安
定
に
つ
い
て
は
、
国
の

責
任
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
。

【回
答
】
米
の
需
給
調
整
並
び
に
価
格
安
定
対
策
に
つ

い
て
は
、
農
業
者
の
経
営
の
安
定
化
及
び
農
業
の

持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
、
国
の
責
任
に
お
い
て

実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
県
を
通
じ

て
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

▲米価安定を望む稲

作農家
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長
浜
市
は
意
見
具
申
を
受
け
、
女
性
農
業
者
の
組

織
づ
く
り
の
た
め
に
令
和
３
年
１
月
１
８
日
に
長
浜

市
役
所
の
会
議
室
に
て
、
角
田
会
長
と
女
性
農
業
委

員
４
人
の
参
加
の
も
と
、
さ

っ
そ
く
意
見
交
換
会
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
に
お
い
て
は
、
女
性
農
業
者
が
活
躍
で

き
る
環
境
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
組
織
の
在
り
方
、
目
的
、

会
員
の
要
件
な
ど
に
加
え
、
交
流
事
業
や
人
材
育
成

事
業
な
ど
活
動
内
容
に
つ
い
て
も
自
由
に
発
言
し
ま
し
た
。

農
業
の
現
場
で
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
ア
イ

デ
イ
ア
が
生
み
出
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
も
多
い
こ
と

か
ら
、
女
性
農
業
者
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
、
女
性
が
働
き

や
す
い
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、
農
村
女
性
活
躍
の
意
義
・
効
果
に

つ
い
て
、
「女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
は
、
若
者
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
多
様
な
人
々
に
と

っ
て
も
働
き
や

す
い
環
境
で
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
「農
業
に

お
け
る
収
益
力
向
上
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
」
と

「女
性
の
農
業
に
お
け
る
活
躍
推
進
に

向
け
た
検
討
会
」
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
女
性
が
働
き
や
す
く
活
躍
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。

今
後
も
市
と
女
性
農
業
者
の
代
表
で
も
あ
る
女
性
農

業
委
員
と
意
見
交
換
会
や
検
討
会
を
開
催
し
な
が
ら
、

組
織
設
立
に
向
け
進
め
て
い
き
ま
す
。

令和 2年度しがの農業経営塾

長浜市から参加 した廣部さんを紹介 します。

廣部さんは、将来の滋賀県農業を牽引する トップ

ランナー育成を目的とした「しがの農業経営塾」の

ベーシックコースに参加され、専門家の講義や先進

的な農業者との意見交換を通して、持続可能な農業

経営に必要なノウハウを習得 し、全過程を修了され

ました。

卒業にあたっては、自身が経営する農業法人の将

来イ象を明確にイメージし、経営ビジョン及び中期計

画について発表されていました。

「地域のことや後継者不足の課題はありますが、

や り方次第で個性が出て、丁寧にすればするほど結

果がついてくる」と語る廣部さんの笑顔は自信 と楽

しさに満ちていました。

これからの長浜市の農業を、力強 く牽引していた

だくことを期待 しています。

ざ
…
ゃ

廣部 慎太郎さん

(口分田町 )

農産物の主な品目

米、麦、大豆、玉ねぎ

▲自由に発言 した意見交換会
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農
地
の
転
円
‘
売
買
ヽ
贋
質
偕

に
勝
＄
手
続
と
が
必
呼
で
す

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
し
た
り
、
賃
貸
借
す
る
時

は
、
農
地
法
第
３
条
に
基
づ
く
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、
全
部
効
率
利
用

要
件
や
下
限
面
積
な
ど
要
件
を
す
べ
て
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

農
地
を
農
地
以
外
に
変
更
す
る
場
合

（転
用
）
に
は
農

地
法
の
第
４
条
ま
た
は
第
５
条
に
基
づ
く
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
転
用
す
る
農
地
、
転
用
目
的

に
よ
り
、
制
限
が
か
か
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
農
地
法
第
４
条
許
可

自
分
名
義
の
農
地
を
自
分
が
使
う
た
め
に
転
用

す
る
場
合

〔例
〕

自
分
名
義
の
農
地
を
転
用
し
、
駐
車
場
を
整
備

す
る
場
合

◆
農
地
法
第
５
条
許
可

自
分
以
外
の
農
地
を
買

っ
た
り
、
借
り
た
り
し

て
転
用
す
る
場
合

〔例
〕

親
名
義
の
農
地
を
転
用
し
、
子
供
が
住
宅
を
建

築
す
る
場
合

◎
申
請
の
一
部
を
見
直
し

農
業
委
員
会
で
は
、
申
請
者
の
負
担
軽
減
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
接
触
機
会
の
削
減
の
観
点
か
ら
、

次
の
２
点
を
見
直
し
ま
し
た
。

①
　
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

確
認
書
の
廃
止

６
月
総
会

（４
月
１
６
日
以
降
の
申
請
）
か
ら
確

認
書
の
添
付
を
廃
止
し
、
後
日
、
農
業
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
確
認
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

②
　
現
地
立
合
い
の
原
則
廃
止

４
月
か
ら
現
地
確
認
は
農
業
委
員
の
み
で
実
施

し
、
申
請
者
の
立
ち
合
い
を
求
め
な
い
こ
と
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
大
規
模
な
転
用
な
ど
現
地
で
の
説

明
が
必
要
な
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
立
ち
合
い

を
求
め
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔

息
理
ロ
エ

1lI

凹

黛

3条 権利移動

二

一

VIψψψヤVウ ′ヽ
'ヤヤせ、',ヤ (夕 中甘ヤW′ヽ
ィヤヤヤVげヤWゥ ll中ヤウ

凸
幽

4条、5条

農地転用

（３

・
冒
調
査
）
の
臨
上
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
耕
作
状
況

を
把
握
す
る
た
め
に
、
毎
年
８
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
、
農
地
を
お
持
ち
の
全
農
家
を
対
象
に
「農
地
台

帳
に
関
す
る
調
査

（
い
わ
ゆ
る
８

・
１
調
査
と

を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
次
の
３
点
に

よ
り
農
地
台
帳
に
関
す
る
調
査
を
廃
止
し
ま
す
。

①
　
平
成
２
８
年
に
施
行
さ
れ
た

「農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
農
業
委

員
の
選
任
方
法
が
選
挙
制
か
ら
市
長
の
任
命
制
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
」
を
調
製
す
る
必
要
が
な
く
な

っ
た
こ

ュ
Ｃ
。

②
　
農
地
台
帳
は
、
農
地
法
に
基
づ
き
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
及
び
住
民
基
本
台
帳
と
毎
年
照
合
し
て

い
る
こ
と
。

③
　
利
用
権
の
設
定
、
解
約
、
農
地
転
用
な
ど
の
農

地
に
関
す
る
法
に
基
づ
い
た
手
続
き
に
よ
る
情
報

を
常
に
把
握
で
き
る
こ
と
。

※
　
な
お
、
農
業
者
の
経
営
実
態
及
び
意
向
を
把
握

す
る
た
め
、
意
向
調
査
は
方
法
を
変
え
て
実
施
し

ま
す
。
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農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

農
業
委
員
の
北
村
富
生
氏

農
林
水
産
省
の
令
和
２
年
度
鳥
獣
対
策
優
良
活
動
表

彰
を
農
業
委
員
の
北
村
富
生
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
個
人
の
部
で
の
表
彰
は
、
ひ
と
り
だ
け

で
す
。
北
村
委
員
は
、
滋
賀
県
獣
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
長
浜
市
農
業
委
員
会
獣
害
特
別
対
策
委
員
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
主
に
長
浜
の
鳥
羽
上
北
集
落
で
獣
害
対
策

研
修
会
、
集
落
環
境
点
検
、
被
害
防
止
プ
ラ
ン
の
策
定
や
、

フ
イ
ャ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
な
ど
防
護
柵
の
設
置
な
ど
の
獣

害
対
策
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
被
害
対
策
道
具
の
自
作
や

住
民

へ
の
普
及
啓
発
に
よ
り
、
地
域
被
害
を
軽
減
さ
せ

た
こ
と
や
、
県
内
の
獣
害
対
策
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
地
域

に
貢
献
し
た
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

北
村
委
員
は
、
「
フ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
や
草

刈
り
等
に
よ
り
、
集
落
内
の
交
流
が
生
ま
れ
た
こ
と
や

被
害
額
が
１
０
年
間
で
約
２
５
０
万
円
か
ら
約
３
万
円

に
減
額
し
、
獣
害
に
よ
る
農
家
の
喪
失
感
が
和
ら
い
だ

こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

堂．
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頼
雛

中

〓
子
‥
全

■
■
お
く
千

基
Ｉ
二
お
い
う

＾
Ｈ
４

■

Ａ

よ
う
掟
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長 浜 市 農 地 賃 借 料 情 報 に つ い て

本情報は、農地法第52条の規定に基づき、農地の賃貸借の際の目安として提供させていただくものです。

本情報は、実勢の集 計イ盲であるため粕東 ブ¬は な (卜 管 対象鳥地の状況 (耕作の難易、土地の広さ、形状、フk和 1条

件等)に合わせ、当事者同士で十分協議して設定してください。

【田】地区別農地賃借料 (単位 :10a)

①サンプルとしたデータは、令和2年中に農地法又は農業経営基盤強化促進法に基づく農地の貸し借り(利用権設定)で賃借料設定をされた事例を

収集したものです。※1使用貸借(賃料なし)のデータは除いています。 ×2平均額の算出に際しては、最高額と最低額を除いています。

②データ数とは、集計に用いた筆数です。

編集 。発行 長浜市農業委員会 〒5268501 長浜市人幡東町 632番地 (長浜市役所本庁舎 2階 )

TEL:0749(65)6549 FAX:0749(65)1602 E mil:■ oui@city.nagahama.lg,ip

地区名
平均額

(昨年の額 )

最高額
(昨年の額 )

最低額
(昨年の額 )

データ数
(昨年のデータ数 )

※参考
H30～ R2

累計平均額

長 浜
9,986円

(9,638円 )

13,400円

(18,000円 )

5,000円

(3,000円 )

146
(268)

9,688円

浅 井
9,790円

(9,991円 )

11,200円

(11,000円 )

3,000円

(8,300円 )

204
(22)

9,814円

びわ
9,608円

(9,880円 )

11,200円

(12,000円 )

9,000円

(3,743円 )

44
(82)

9,720円

虎 姫
10,137円
(10,486円 )

11

(11

000
000

円
円 )

9,500円

(10,000円 )

78
(36)

10,234円

部凋】ヒ
11,625円

(10,966円 )

13,000円

(20,000円 )

10,500円

(6,600円 )

32
(38)

11,417円

高 月
9,362円

(8,608円 )

15,000円

(20,000円 )

2,000円

(3,000円 )

108
(128)

9,248円

木之本
8,556円

(5,900円 )

10,000円

(10,000円 )

7,000円

(2,000円 )

27
(20)

8,019円

余 呉
3,613円

(3,098円 )

9,700円

(10,000円 )

800円
(2,000円 )

67
(290)

3,837円

西浅井
3,889円

(3,000円 )

10,000円

(4,000円 )

3,000円

(1,000円 )

5

(6)
4,818円

市全域
8,536円

(7,352円 )

15,000円

(20,000円 )

800円
(2,000円 )

711

(890)
8,497円
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